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1位 小田島裕  3尾 3,740g 

1 尾目＝6 時 53 分、1,500g・56cm、白灯根元外側岸、壁ぎわボトム付近

フォーリング中、マリア・シーフラワー25gGFR／2 尾目＝10 時 52 分、

760g・45cm、5 番と 6 番の間、中央付近のハシゴ外側、岸壁中層 5m く

らいフォーリング中、シーフラワーBPC／3 尾目＝11 時 26 分、1480g・

60cm、日水物流外側、岸壁際中層フォーリング中、プロトジグ 23gBPH 

◎小田島’s タックル ロッド：エバーグリーン・ポセイドンゼファーマ

シンガンジャーク／リール：ダイワ・ミリオネアベイキャスティング 103L

／ライン：サンライン・ベーシック FC3.5 号／ルアー：マリア・シーフ

ラワー25g、シーフラワープロトタイプ 23g 

��今回釣られた場所は？ 

小田島�釣った場所は、船降りてすぐの６番付近が全てで、１匹目が白灯

台の根元の部分です。そこからずっと釣れないで、11 時近くまでいろい

ろやって、最後が６番と５番の中間付近。全て外側ですね、外側で釣れ

てます。 

��試合中盤では５番に近い方でもお見かけしましたが？ 

小田島�その時はすでに１匹目を釣った後でした。でもカサゴばっかりで

した。常に幅の広くなった場所で、５番までも行ってないぐらい同じ場

所をやり続けてました。ずっとグルグルしてました。 

��釣れたタイミングの時に、何か気づいたこととかありますか？ 

小田島�朝イチは、赤潮の上に汚れてるゴミが外に流れるような下げ潮に

なってるのかな、と感じたときに１匹目が釣れました。でも時合として

はまだ満潮を過ぎてなかったので、まだ下げの潮はそんなに効いてなか

ったと思うんですけれど。まあ、居着きのを１本獲れたのかなという感

じです。２匹目３匹目が 10時 50分とか 11時 26分という終わり際だっ         
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たんですけれど、魚が少し浮き始めていた。潮の流れが軽く緩んでたの

かなと思ってたんですけれど、その中層で、どちらもフォール中で釣れ

ましたね。  

��３バイト３キャッチいうことでしたが、確実に獲った秘訣は？ 

小田島�まず大会前は必ずハリを全部新しくしています。自分で巻いて、

自分で作って。既製のものではなく、気に入ったハリです。だいたい３

年掛けてこれに辿り着いているのですけど、大会の時は全部のジグに新

しいのを付け替えてます。以前のスポーツ＆フィッシングニュースで泉

さんの出ていた記事を見たときに、鈎先にスポンジをかぶせてあったん

ですね。今回からそれを取り入れてます。新しく交換したフックにはす

べてハリカバーとしてスポンジを付けて、とにかく魚のアタリ、そして

掛かったときはしっかりと掛かるように心がけています。 

��今日はフッキング勝負になると感じたのですか？ 

小田島�去年は掛けてもバラすということが非常にあって、いろいろ試し

て、やはり鈎先の重要性とか、長さとかもあったんです。今年は前回の

エントリー大会でバラシを２～３回してしまったんですけど、それ以外

では今年は高確率で獲れてますので、ハリも重要かなと思います。あと

はやりとりですが、無理しないで行なってます。 

��プロトのジグは、どんな動きをするのですか？ 

小田島�岸ジギをやり始めて３～４年経ってるんですけれど、違うフォー

ルのものをちょっと考えようかなぁと。シーフラワーよりもっとゆっく

り落ちる感じの。潮が緩んでいる時にユラユラと落ちていくのをイメー

ジして作っています。効果はありそうですけれども、まだテスト段階と

いうことで。 

 

  
2位 伊野宗義 1尾 3,630g  
8時 30分、3,630g・74cm、スバル倉庫 5番より外側、岸から 8～10m底

から 1m、パワーブレード PB-30 

◎伊野’sタックル ロッド：シマノ・AR-C906／リール：シマノ・ステラ

C3000HG／ライン：PE1号／リーダー：3.5号 40cm／ルアー：コアマン・

パワーブレード PB-30 

��今日の状況などをお教えください。 

伊野�使ったルアーはコアマン・パワーブレードの緑金と青ピンク。それ

以外ではレンジバイブなどです。今日は４本ヒットして３本バラしまし

た。１本目は魚が浮いていたのでレンジバイブ 90で掛けました。あとの



３本は全部コアマン。２本はボトムをリフト＆フォールして、手前でル

アーを引いて上がってくる時に掛かりました。1本はキーパーなかったで

すが、ばらした 2本もいいサイズで、ゲットしたのが 79cm3,630gです。 

��そこは皆さんが撃っていた後ですか？ どういうタイミングで入られ

ましたか？ 

伊野�９時頃に入りました。そこは根が広がっているような場所でしたの

で、根に隠れている魚を獲りたくて。前々から狙っていた場所です。ブ

レード系はいろいろありますけれど、こういう探る釣りにはパワーブレ

ードが一番いいブレードだと思っていますので、ずっとこれで攻めまし

た。この魚の前に１本いいのをバラしていたんで、今度は確実に獲ろう

と、ファイト時間を 20分ぐらい使いました。 

��ルアーチューニングなどは？ 

伊野�してません。ノーマルが一番バランスが良いと思いますので。した

こともありましたが今はノーマル。ラインは直結で結んでます。  

  

  

3位  井上清久 3尾 3,350g 
1尾目＝6時 41分、1,490g・56cm、本部左内側、岸から 20mボトム、パ

ワーブレード PB-30ピンク／2尾目＝7時 28分、1,080g・52cm、第一冷

蔵外側、壁際ボトム、R32ワーム赤ピンク+カルティバしずかヘッド 14g

／3尾目＝11時 11分、780g・46cm、スバル前外側、岸際テクトロ・ボト

ム、ストレートワーム（クリア黒）＋しずかヘッド 14g 

◎井上’sタックル 1匹目＝ロッド：エバーグリーン・ポセイドンゼファ

ーストリームマスター98／リール：ダイワ・セルテート 2500R カスタム

／ライン：シーガー・バトルシーバス 1 号／リーダー：シーガー・グラ

ンドマックス FX3号 

2匹目 3匹目＝ロッド：エバーグリーン・ポセイドンゼファーソリッドソ

リューション／リール：ダイワ・カルディア KIX2506／ライン：シマノ・

AR-C1.2号／リーダー：シーガー・グランドマックス FX2号 

��１匹目を釣った状況は？ 

井上�１匹目はスタート直後。下げ潮になる感じで川崎新堤ではたまって

た潮が押し寄せてくることがあるので、そのタイミングでボトムを狙っ

て釣りました。釣ったのは内側。スタート順が遅かったのと、内側を見

たら潮がよってきているような状況だったので立ち止まって釣りました。 

��２匹目は？ 

井上�そこから１番のほうへ歩いていくつもりで移動しました。自分がプ

ラの時に狙っていた場所がちょうど空いたので、一回そこに立ち寄って、

R32を壁際にキャストして、ボトムを引いてきて釣れました。プラは先々

週の土曜日、先週の木曜日と昨日の土曜日にしました。場所は第一冷蔵

の外側。プラの時はそこで釣ったり掛けたりしました。そこにシーバス

がたまっている何かがあったかもしれないですね。 

��３匹目は？ 

井上�しばらくずっとボトムを狙って１番の方に歩いていったんですけ

ど、そこで、これもプラで思い当たった場所があったんですが、そこで

立ち止まってやってみたけどどうにも渋い。で、R32 からストレートワ

ームに変えたら、一発で食ってきました。場所はスバル前の外側です。 

��誘い方は？ 

井上�３本目は完全にテクトロで、ボトムをズルズルと引きずりながら歩

く感じを意識して、一定のペースを守りながら、食ってくれるまで歩こ

うと。 

 

  

4位  山田英樹 3尾 2,870g 
1尾目＝7時 45分、1,020g・53cm、日水物流外側、岸際ボトム、R32＋し

ずかヘッド 14g／2 尾目＝10 時 8 分、800g・47cm、東洋埠頭前、岸際・

上から 1m 、R32富津イワシ＋コアマン・パワーヘッド 12g 

◎山田’sタックル ロッド：エバーグリーン・ベイトロッド 7ft／リール：

ダイワ精工・アルファス 103／ライン：クレハ・R-18 リミテッド 14lb／

ルアー：マーズ R32／ジグヘッド：カルティバ静ヘッド 14g、コアマン・

パワーヘッド 12g／3尾目＝10時 50分、1,050g・53cm、スバル前、岸際・

ボトム、マーズ R32＋しずかヘッド 14g 

��まずはタックルの解説からお願いします。 

山田�いつもですとワーム系を使う時はソリッドティップのソリッドソ

リューションでテクトロをやるんですけれど、ちょっと指をケガしてま

して、スピニングがちょっと辛かったのでベイトタックルでやってみま

した。プラの時に岸ジギをやったのですがあまり良くなくて、R32 のテ

クトロをやったら反応が良くて、またこのロッドの感度も良くて、ショ

ートバイトもダイレクトに感じられたので、本番もこれで行こうと選び

ました。 

��ジグヘッドは？ 

山田�使い分けてやってみたのですけど、流れの強い時、下げ潮が効いて

きて際を流れ出すとテクトロをするときに浮いちゃうので、ちょっと重

めの静ヘッドの 14g。流れが弱くなったと感じたら、ちょっと軽めのパワ

ーヘッドの 12gで攻めました。 

��釣れた状況は？ 

山田�１匹目は５番と６番の間の狭くなったところから 50mほど赤灯側。

最初はカサゴがバンバン釣れてました。スリットのところでバイトがあ

り、カサゴでも何でもまずは正体を知ろうとやってみたらやっぱりカサ

ゴです。そこからしばらくテクトロをしていったら、そのあたりで食い

ました。ボトムを切るような感じで。ベイトタックルを選んだもう一つ

の理由が、普段はレバーブレーキでやることなのですが、テクトロして

いるとラインがフケたり底を切りすぎたりするので、そんな時にはクラ

ッチを切ってラインを張り、常に一定の場所を引いているようなイメー

ジで流していきました。 

��２匹目と３匹目は？ 

山田�１匹目は流れと反対方向に歩いていたのですが、２匹目は逆、流れ



に対してダウンストリームという感じですね。流れが少し緩くなったの

で、パワーヘッドでゆっくりめにネチネチと。ボトムとっては切って、

ちょっと歩いて、また落としてっていう感じで拾っていきました。そこ

から 200～300m歩いても何もなかったので、スリット３つ分ぐらいライ

ンを出してスローに引いたらその途中でゴンとアタリました。 

��際の釣りはテクトロのみ？ 

山田�テクトロしながら全体の様子を見て、潮目とかゴミが寄ったりとか、

鳥が居たりとか、ゴミが流れてきたり船が通ったりとかいうタイミング

があったら、パワーブレードを入れました。 

 

  

5位  佐川洋介 2尾 2,540g 
1尾目＝7時 20分、1,250g・50cm、本部前、岸際水深２～３m、R32オヌ

マシャイナー＋パワーヘッド 9g／2尾目＝8時 9分、1,290g・56cm、本部

南側、岸際・ボトム、ルアーは同じ 

◎佐川’sタックル ロッド：8ft／リール：シマノ・04ステラ C3000／ラ

イン：PE0.8 号／リーダー：クレハ・シーガーリアル FX2 号 200cm／マ

ーズ・R32オヌマシャイナー＋コアマン・パワーヘッド 9g 

佐川�ロッドはロックフィッシュ用なのですが、バットがしっかりしてい

るのでシーバスのワーム用にも使用しています。リールはステラC3000、

ラインは PE0.8 号で、リーダーがシーガーリアル FX の２号。ルアーは

R32にコアマン・パワーヘッドの 9gと 12gを、タナに合わせて使い分け

た感じですね。 

��１匹目を釣った状況は？ 

佐川�１匹目は内向きの堤防の低い方で、テクトロで本部から南へ 100m

ほど行ったところです。幅の広いところで。引き方は、潮に対してアッ

プになるように。潮上に投げて。自分が潮の下に歩いていくような。岸

ジギで散々叩かれた後だったので、魚はそれほど浮いてないだろうと。

で、浮き上がりを抑えるために、潮の下へ歩くことで、ワームが浮き上

がらないようにして釣りました。浮き上がりを抑えるために最初は 12g

の方で歩いてみたのですが、アタリがなかったので、自然にワームが漂

うようにと 9gに変えて、同じように歩いてみたらバイトが出たという感

じですね。歩くスピードは浮き上がらないことを第一に、歩きながらも

ロッドアクションをいれて、魚が食う間を作ってあげるようにして釣り

ました。 

��２匹目は？ 

佐川�位置はほぼ似たり寄ったりなんですけれど、今度は外側を潮の下か

ら上に向かって歩いたらバイトが出たんですが、やっぱりダウンで歩い

てたので、ワームが浮いていたのかたまたまだったのかは分からないで

すが、バイトが浅かったので今度はアップになる位置から 20mぐらいキ

ャストして釣りました。歩いていた場所の多分水面から 3mぐらいだと思

うのですが、そのレンジを漂うように。 

��使ったカラーは？ 

同じオヌマシャイナーなんですけれど、１本目はラメあり、２本目はラ

メのないタイプですね。 

 

（以下成績…10 位まではクラシック出場）6 位八木寿美 1,970g／7 位福

井崇史 1,920g／8位宮川智道 1,580g／9位平山克彦 1,570g／10位磯崎大

介 1,470g／11位山内勝己 1,390g／12位別府勝弘 1,260g／13位上河烈史 

1,210g／14 位前場伸介 1,190g／15 位三道竜也 1,140g／16 位須永佳代子 

1,030g／17 位竹田津淳 1,000g／18 位反町裕之 970g／19 位井田洋次郎 

930g／20 位木村剛 870g／21 位清水大輔 720g／22 位斉藤貴弘 700g／23

位塩崎誠 670g／24位森川真志 550g 

   

（以上結果発表おわり） 

 

 

 

（特別寄稿） 

釣技研究 谷山商事 CUPウイナーが最先端を語る！ 

「岸壁ジギングの戦略」 

  

Text by  小田島 裕  

 
2008 年の W.S.S.技術交流会第１戦にて、「岸壁ジギング」にて

戦略を立て、３匹の魚をヒットさせキャッチすることができた。

そして、目標だった優勝という結果を手に入れた。今回、自分の

攻めた方や考え方、また、それをキャッチするまでに気を配った

点について書きたいと思う。 

 

赤潮がひどい状況下で、魚をキャッチできるのか？ と不安の

スタートだったが、比較的早い時間帯に 1匹目をキャッチできた。

白灯の根元付近の外側、ケーソンの継ぎ目がない、ただの壁だけ

のエリア。シーフラワー25g の GFR（赤金）でのヒットである。

魚が反応したレンジは、感覚的にボトムに到達する１～２秒くら



い前、つまりボトム付近。ジグを潮上側へ軽くピッチングで入水

させてのフォーリング中にバイトしてきた魚だ。スタート直後の

状況は、内側も外側も表層の赤潮の状況は変わらず、ただし、白

灯先端からの潮の流れは生じていた。流れてはいるが、強すぎな

い流れのエリアでのヒットである。赤潮の汚い水の中で、GFR

というゴールドベースのカラーが、効果的だったのかもしれない。

また、表層は赤潮でひどい状況で、ボトム付近で食ってきたのは

魚が沈んでいることを意味していたのかもしれない。 

 

１匹目の後、下げ潮が全体的に効き始めた頃からカサゴの活性

が一気に上がっていたように思う。実は、カサゴの連発していた

このエリアが、結果的に２匹目と３匹目をキャッチしたエリアと

なっている。岸壁の底付近に変化があるのだろうか？ こういう

外道からも、大切な情報を手に入れることができる。途中、6番

の内側にできた潮目の中層～ボトムを狙う釣りもやってみたが、

潮の流れが速すぎて、自分の思う通りにルアーを操作することが

できず、このまま続けるのも無駄だと感じて、すぐに断念。終了

時間まで、岸壁だけを狙う戦略を取った。 

ママワームのジグヘッドで、バーチカルに誘う岸壁ソフトジギ

ング（？）を行なっていて、とあるにことに気が付いた。潮色が

少しキレイになってきたこと、潮の流れが若干弱くなっているこ

となど、自分の中では「いい状況」に変化していた。そこで、タ

ックルを岸ジギのタックルへと戻し、ラストまでの時間を岸ジギ

のみに費やすことにした。 

終了 30分前くらいに、シーフラワーの BPC（ブルーピンク）

で、魚からの反応を得ることができて、２匹目をキャッチ。バイ

トしてきたレンジは中層で、1 匹目と違ったレンジであったが、

フォール中にバイトしてきたこと、潮上からナチュラルにフォー

ルしていく途中へのバイトという２点は、１匹目との共通点であ

る。潮色が若干澄んできたから、GFRよりも弱い色の BPCへと

変えていたのも正解だったかもしれない。 

 

キャッチした２匹から、「フォール中への反応がよいのでは？」

と思い、プロトタイプのジグへチェンジし、キッカーフィッシュ

となる３匹目をキャッチした。 

このプロトジグは、「シーフラワーより遅いフォール」をコン

セプトにしているジグで、まだまだテスト段階のジグである。ゆ

ったりとしたフォールアクションが、シーバスへのアピールにな

るのではないかと考えた末のルアー選択である。カラーは、２匹

目に合わせ BPH（ブルーピンク・ホロ）である。この 3匹目は、

終了間際のキャッチで、計測後そのまま競技終了の時間を迎えた。 

 

実は、今大会中にかけた魚は、キャッチした３匹だけである。

岸ジギをやると、「バラシ」が非常に多い釣りでもある。「ヒット

させた魚をバラさずに、いかにキャチするか」が、岸ジギの永遠

のテーマである。 

 

バラシをいかに少なくするかを考えた結果、魚に一番近い部分

である「フック」に気を配る必要性があるのでは？ と考えてい

る。今まで色々な針を買って、いろんなフックを自作して使用し

てきたが、去年から、「ヒネリなし」「細すぎず太すぎないチヌ針

系」「ストレートポイント」という点をクリアしている、オーナ

ー社の針を釣具屋で見付け、現在はその針をメインに使用してい

る。釣りに行く前日に、メインで使用するジグのフックを新品へ

と付け替えをし、シーバスへ触れる時には、「常に状態のいいフ

ック」でいることを心がけている。また、ボックスの中で、針先

を痛めないように心がけるのも大切である。バラさないためにも、

フックアップをしっかりと行なうことが重要。それが、バラシを

少なくするための第一歩であると考えている。 

今回の３匹は、共に「フォール中」「潮上からのよりナチュラ

ルなフォール」というのがキモだったと感じている。また、２匹

目、３匹目が中層でのバイトになった理由は、外側の潮が若干澄

んだことにより、イワシ（？）などのベイトが岸際を回遊し始め、

それにつられてシーバスが浮いたのかもしれない。 

このパターンで常に釣れるわけではないのが、釣りの面白さ。

あくまで、2008 年６月８日に、この釣り方がハマっただけで、

これが全てではない。様々な状況変化を感じ取り、考え、適して

いるだろうルアーを選び、魚との答え合わせをする。そういった

楽しさを持っているのが、自然を相手にしている釣りという「遊

びの中のゲーム性」なのだろう。 

 

（おだじまゆう／㈱ヤマリア企画部勤務） 


